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光害対策について

近年、光害（ひかりがい：過剰な人工光による夜間環境の損失）が指摘されており、地
方公共団体において光害抑制に係る条例の策定（平成30年度末時点全国80市町村程度）が
進んでいる。さらに、国際的なガイドラインであるCIE150（屋外照明による障害光規制ガ
イド」）が2017年に大幅に改定されたことや地域の防犯灯・街路灯等の省エネ化（LED
化）が進んでいることを踏まえ、「光害対策ガイドライン」への反映を検討し、LED防犯
灯等の光害対策を盛り込んだガイドラインを令和３年３月に再改定。このことから、省エ
ネ灯具の導入の際に光害低減対策と地球温暖化対策の同時実現を推進。

光害への関心状況・影響及び対策の効果

光害対策は、良
好な夜間の光環
境の創出だけな
く、植物を含む
生物への影響緩
和、省エネによ
る光熱費削減に
もつながり、地
域循環共生圏構
築に資する取組

0

10

20

30

40

50

60

70

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

＜光害（夜間人工照明）に
関する文献数の推移＞

国際的にも関心の高まり
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光害対策ガイドラインの改定

H29年度～R2年度光害対策ガイドラインの改定に係る業務

経緯

○平成29年度･･･CIE150(2017)の知見収集、LED照明等を含む屋外照明の設置に対する関係団体の方針
の取りまとめ

○平成30年度･･･光害に関する国内外の知見収集、自治体条例や照明に関する基準・規格等の情報収集、
CIE150(2017)で新しく追加された項目の情報収集

○令和元年度･･･改訂版ガイドラインの構成案、素案の作成

出典:パナソニック株式会社「美星町の星空を守る
（岡山県井原市美星町観光協会）」

【光害対策照明】
・上方光束０％
・色温度3000K以下

・従来の白色LED街灯

過年度業務

光害対策ガイドラインは、平成10年度に策定し、平成18年度に改訂を行っている。ガイドラインを
策定及び改訂した際に基礎資料としたCIE（国際照明委員会）によるCIE150:2003（「屋外照明による障
害光規制ガイド」）の改訂版が平成29年10月に発行され、また、近年のLED照明の普及等照明技術を取
り巻く環境等の変化に対応したガイドラインの作成が求められていた。

令和2年度改訂

環境省ホームペー
ジへの公表及び自治
体への周知による光
害対策の普及、啓発。

今後の展開

令和元年度までの業務を踏
まえて、有識者へのヒアリン
グや検討会の設置、運営を通
してガイドラインを改訂

地域
自治体へ普及

【光害対策事例】：岡山県井原市美星町
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星空観察（夜空の明るさデータ収集・解析）

目的

デジタル一眼カメラを
天頂方向に向けて撮影

平成30年度夏時点：91地点
平成30年度冬時点：282地点
令和２年度夏時点：348地点
令和２年度冬時点：357地点

継続観察地点登録数の推移
（平成30年度→令和2年度）

星空観察を通じて光害や大気汚染、環境保全の重要性について関心を深めていただくとともに、
良好な大気環境(青空 )や美しい星空を地域資源として観光や教育に活用していただき、地域経済
の活性化や屋外照明の適正化などによる良好な光環境の形成を促進する。

デジタルカメラを用いて天頂付近の星空を撮影し、その画像データから「夜空の明るさ」を測定。

方法

弟子屈町での
星空観察ツアー等

星空を活用したイベント参加者
・長野県阿智村
年間約15万人(2019)

・沖縄県石垣島
イベント期間約1万人(2019)

星空評価制度の確立

3.9倍

【継続観察地点】
1つの観察地点を継続して
観察しデータを蓄積。

収集したデータから地域の星空を評価する仕組みを検討。
・夜空の明るさ（暗さ）による評価基準
・評価制度のあり方（複数ランク、順位付け、優良地域の
発表範囲など）

・注目度の高まり
・各地域のデータ蓄積

環境省ウェブサイト：「星空を見よう」

地域資源としての星空の活用
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「みどり香るまちづくり」企画コンテスト
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概要
– 香りのする樹木・草花を使っ
た、まちづくりの企画を募集
するもの。

– 優秀な企画には企画で使用す
る樹木・草花の苗木・苗を提
供し企画実現を支援。

賞 受賞企画 点数

環境大臣賞 四季の香ローズガーデン拡張に伴うリニューアルオープ
ン

1点

におい・かおり環境協会賞 ヴォーリズの森・かおりの庭づくり 1点
日本アロマ環境協会賞 香りとアートの水眠ingプール～香の島が浮かぶ人とメ

ダカの極楽浄土
1点

日本植木協会賞 みんなツナガル癒しのさわら花笑みガーデン 1点
入賞 ①香りのある暮らし 香りの交流ガーデン

②海辺の森 美感遊創 ❛花咲く森❜「花の妖精
舞う かおりガーデン プロジェクト」

③香り×遊び ～香りとともにジップラインで
遊ぼう～_えひめこどもの城

5点以内

「みどり香るまち」大賞 Healing Feeling Garden 癒しの庭 1点

「みどり香るまちづくり」企画コンテスト

目的
「かおりの樹木・草花」を用いた、「み
どり香るまちづくり」の優れた企画を公
募し、優秀な企画を表彰することにより、
住みよいかおり環境を創出しようとする
地域の取組を支援し、生活環境における
香への意識を啓発する。

実施状況（令和2年度）
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・植物の香り･･･リラックス効果、免疫力向上、睡眠改善等
・星空観察･･･ 地域資源の活用・価値化(エコツアー・地域振興 )
参加者：年間約15万人（阿智村：2019年）

イベント期間約1万人（石垣島：2019年）

五感を意識した感覚環境創出事業

五感を通じた快適な感覚環境の創出事業

検討会

④先駆的な取組を行う自治体、企業、団
体等を公募し、モデル事業として実施

①地域資源を活用し健康増進につながる
快適な感覚環境を創出する先駆的な取組み

モデル事業として実施取組の拡大

【目的】･･･快適な環境の創出による健康増進等

②有識者や専門家による検討会で
事例収集及び事業実施手法や効果などを検討

事業
ガイド
ライン

取組の
手引き

ガイドライン等作成

五感を通じた感覚環境の創出における癒し効果や実践事例、
経済効果等を他自治体や団体等に情報発信し、取組みを推進

心身の
健康増進

心身への影響

新しい生活様式

ストレス
の増大

免疫機能
の低下

快適な感覚環境づくり

地域資源を活用した
感覚環境の創出

視覚

アロマ

快適な感覚環境創出の取組

聴覚触覚

味覚
嗅覚

・⑤事業を通して、健康増進の取組みを
地域、自治体へと拡大し、さらなる
経済活性化を促進する

・知見の収集
・癒やし効果、免疫力向上等
のエビデンス検証
・地域経済効果検証
・３年を目途に事業
成果のとりまとめ

③事業を効果的に行うためのガイド
ラインや実際の取組に向けた手引きを作成

より地域経済の活性化を図る。

地域特有の資源を活用し快適
な環境を創出し、心身の健康
増進につなげるとともに、新
たなビジネスモデルの構築に
より地域経済の活性化を図る。

社会的構造の変化

地域経済への影響

収入減少

地域経済
の活性化

星空観察

外出自粛、勤務形態の変化、失業など

～苦情に結び付く騒音・振動・悪臭などの感覚公害対策～良好な感覚環境創出の推進

健康増進のエビデンスが課題
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ヒートアイランド・暑熱対策等ヒートアイランド・暑熱対策等

○ヒートアイランド対策大綱（平成25年改正）や気候変動適応計画（平成30年閣議決定）において暑熱対策を重要な対策として位置づけ。
○環境省では、暑熱対策の効果検証や、地方公共団体等における暑熱対策の導入推進を行っている。平成29年度に「まちなかの暑さ対策ガイドラ
イン」を改訂し、暑熱対策の留意点等の周知に用いている。

○環境省では平成18年度より、熱中症などに対する注意を促すため全国840地点の暑さ指数（WBGT）の実況値・予測値をウェブサイトで提供。
現在、この値は天気予報の一部として報道などで熱中症予防情報として活用されている。さらに、令和３年度より全国を対象に、算出した暑さ
指数が33を超えると予測され、熱中症の危険性が極めて高いとされた場合に、熱中症予防への「気づき」を呼びかける「熱中症警戒アラート」
を気象庁と連携し、これまでの高温注意情報に替えて発表することにより、広く国民に周知し、熱中症予防対策を推進している。

○東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会期間は、一年で特に暑い時期のため、主要競技会場周辺等で暑さ指数を把握する等、適切な予
防対策に資するため、暑熱環境測定を実施し、注意情報を発信する。

○令和３年３月、政府において、熱中症関係省庁連絡会議を廃止し、新たに環境大臣を議長、関係府省庁の担当部局長を構成員とした「熱中症対
策推進会議」を開催し、「熱中症対策行動計画」を策定。

取り組みの進捗状況

○熱中症警戒アラートの効果の検証
○熱中症予防情報の効果的な発信の検討
○暑さ指数の測定精度の向上
○まちなかの暑さ対策ガイドラインの改訂(令和4年度予定)

課題及び今後の取組方針

■東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会における暑熱環境測定 ■気象庁と連携した熱中症警戒アラートの運用

環境省・気象庁が連携し、これまで運用していた高温注意情報を、熱中症
の発生との相関が高い暑さ指数（WBGT）を用いた情報に置き換え、熱中
症警戒アラートとして暑さへの「気づき」を呼びかける。
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ヒートアイランド・暑熱対策等（暑さ指数・熱中症警戒アラート）ヒートアイランド・暑熱対策等（暑さ指数・熱中症警戒アラート）
参考資料

熱中症警戒アラートは暑さ指数（WBGT）が33以上の熱中症の
リスクが極めて高いと予測した場合に発表

熱中症警戒アラートの発表

＜地域単位＞

気象庁の府県予報区等単位で発表

該当府県予報区内の観測地点毎の予測される暑さ指数（WBGT）も
情報提供

＜タイミング＞

前日の17時頃及び当日の朝５時頃に最新の予測値を元に発表

報道機関の夜及び朝のニュースの際に報道いただくことを想定

「気づき」を促すものであるため、一度発表したアラートはその
後の予報で発表基準を下回っても取り下げない

危険

原j空警戒

警戒

注意
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ヒートアイランド・暑熱対策等（大臣官房環境保健部、他府省庁等との連携）

○政府の熱中症対策:熱中症対策推進会議の関係府省庁
・政府において、熱中症関係省庁連絡会議を廃止し、新たに環境大臣を議長、関係府省庁の担当部局長を
構成員とした「熱中症対策推進会議」を開催し、「熱中症対策行動計画」を策定。(令和３年３月)

・関係府省庁の熱中症対策を紹介したリーフレット作成・周知(令和３年７月)

○「熱中症警戒アラート」運用等：気象庁
・熱中症警戒アラートを令和２年７月～関東甲信１都８県で試行、令和３年４月より全国展開。
・「熱中症警戒アラート発表時の熱中症予防行動」の普及啓発リーフレット・ポスター作成・周知(令和３年３月)
・梅雨明けの時期に合わせ、適切な熱中症予防行動を呼びかけるため共同記者会見を実施(令和３年６月)

○学校における熱中症対策：文部科学省
・「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」の作成・周知(令和３年５月)

○災害時の熱中症対策：内閣府防災担当、消防庁、厚生労働省
・「災害時の熱中症予防」の普及啓発リーフレット作成・周知(令和３年３月)、事務連絡発出(令和３年６月)

○東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会における暑熱環境測定：オリパラ組織委員会
・主要競技会場周辺等での暑さ指数（WBGT）の実測調査等
・大会本番の各競技会場内での暑さ指数（WBGT）の計測及びデータ収集

○高齢者のための熱中症対策：厚生労働省、経済産業省
普及啓発リーフレット作成・周知（令和３年７月）

○ 「新しい生活様式」での熱中症予防：厚生労働省
普及啓発リーフレット作成・周知、事務連絡発出（令和３年６月）

○「コロナワクチン集団接種会場」における熱中症対策：厚生労働省
事務連絡発出（令和３年６月）

大臣官房環境保健部・他府省庁等との連携内容

参考資料
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熱中症対策行動計画（概要）

5

参考資料

熱中症による死亡者数ゼロに向けて、できる限り早期に死亡者数年1,000人以下を目指し、
顕著な減少傾向に転じさせる。

熱中症警戒アラートなどに基づき、国民、事業所などによる適切な熱中症予防行動の定着を目指す。

１.重点対象分野

（１）高齢者等の屋内における熱中症対策の強化
・熱中症対策に関する知見を、高齢者等の視点に立って伝わりやすいように包括的に取りまとめ、
地方公共団体や民間企業等の協力も得ながら、各府省庁連携して様々なルートを通じてワンボイスで伝えます。

（２）管理者がいる場等における熱中症対策の促進
・教育機関、仕事場、農作業場、スポーツ施設、イベント会場、避難所等の現場において、
熱中症警戒アラートの活用や、暑さ指数の測定・活用などにより、各現場に応じた熱中症対策を徹底します。

（３）新型コロナウイルス感染症対策と熱中症対策の両立
・マスク着用と熱中症の関係などを含めた、『新しい生活様式』における熱中症予防について、
研究調査分析を進め、十分な科学的知見を得ながら、新しい知見を随時盛り込んだ対応策の周知を徹底します。

（４）東京オリンピック・パラリンピック競技大会における熱中症対策の促進
・多言語での普及啓発、主要競技会場周辺の暑さ指数（WBGT）等の情報発信等、
組織委員会や東京都等と連携して、大会本番の熱中症対策に万全を期します。

（１）地域における連携強化
・地方公共団体を中心とした、地域住民の熱中症予防行動を促進。
また、高齢者等の熱中症弱者への地域での見守りや声かけが実施されるよう、地域の団体や民間企業と連携

（２）産業界との連携強化
・熱中症に関連した様々な商品やサービスの開発について、民間企業の技術開発や事業展開の後押しを
通じた市場の拡充が、熱中症対策の一層の推進に繋がるよう、産業界との連携を強化

２.連携の強化

３.広報及び
情報発信の強化

Ｒ3.３.25策定

熱中症予防強化キャンペーン
・これまで毎年７月に実施してきた熱中症予防強化月間を、令和３年度から「熱中症予防強化キャンペーン」
（毎年4月～9月）として、関係府省庁の連携を強化して広報を実施します。

熱中症警戒アラート
・令和３年度から全国展開する「熱中症警戒アラート」について、
関係府省庁が連携して多様な媒体や手段で国民に対して情報発信し熱中症予防行動を促します。

＜ 中期的な目標 ＞

＜令和３年夏の目標＞
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ヒートアイランド・暑熱対策等（熱中症予防情報サイト）

○熱中症予防情報の効果的な発信のため、環境省が設置・運営。
○アクセス数が約4,800万件（令和２年実績）あり、熱中症予防情報の発信へ貢献。
○熱中症予防情報（①暑さ指数（WBGT）の実況値・予測値（翌々日分まで） ②熱中症警戒アラートの発表状況
③熱中症対策関連情報 等）を発信。

参考資料

トップページ 暑さ指数（WBGT）実況値・予測値の提供

暑さ指数（WBGT）実況値・予測値の提供
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ヒートアイランド・暑熱対策等（SNS、アプリ等を活用した情報配信）ヒートアイランド・暑熱対策等（SNS、アプリ等を活用した情報配信）
参考資料

環境省LINE公式アカウントを設立し、情報配信（令和２年～）

トップ画面

イメージ図（ホームページより）
熱中症警戒アラートのほか、危険、
厳重警戒等の設定も可能に（令和３年～）

イメージ図（報道発表より）
通知画面

その他連携について

熱中症警戒アラート発表時に
日傘レンタルの無料化（令和2年～）
さらに、令和3年からは天気アプリとも
連携を開始。

■Yahoo！の公式アプリ（防災速報等）との連携による
熱中症警戒アラートの情報配信（令和３年～）

■傘レンタルサービス及び天気アプリとの連携大型ビジョンによる熱中症予防対策の情報発信（令和２年～）

放映イメージ 配信箇所イメージ
（109フォーラムビジョン）

一般社団法人日本パブリックビューイング協会に加盟する全国10カ所の大型ビジョンにおいて、
熱中症警戒アラートや暑さ指数（WBGT）の情報を含めた熱中症予防情報を発信。
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ヒートアイランド・暑熱対策等（熱中症警戒アラート）ヒートアイランド・暑熱対策等（熱中症警戒アラート）
「熱中症警戒アラート」発表時の予防行動の普及啓発リーフレット（環境省、気象庁）（令和３年４月～全国展開）

参考資料
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